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渥美半島の洪積統層序並びに地健構造

黒 回 啓 介*

まえがき

筆者は4 乍年以来、卒業研現主して糧費半島の洪積層について層位学的並びに古生物洋的研

弛れめてきたが、化石植物以ついては既に報告したので.今回は趨序盤ぴ叫質構造に

ついてそり結果を報告する.

岡山利ヨ~6)温契半島の地形については石'"Iit虚偽辻村太郎(3)今村学部(4)浅井浩司..(5)

三野与官。)の蹄氏による群論があるが、地質については石井清彦(8) 巴よって本地域の主体

を占める砂硯帽を鮮新統とされたのが鴨矢で.古生物については梅山豆獄~(9) の貝化石の研

究が最初であるーその後、大級弥之跡。lは免官熔の洪積層を漫契半島の員化石廊に対比され

大炊'例経凶 は更にg，数植の貝化石を報告され、 また 暦序も編まれて.上部のー唱庖と

下部町四原膚に不警告で大別きれずみ つ町、て横山次fll.中)If保uaの両氏による洪積世有孔

虫の報文がみられ、最近では片平息苦持3 の花務苦手析と第匹妃層の研究がある.舘事は本地域

の堆積過程を考察し対均をftう目的でl!tこ精しい腐位学的調査を行、、昨年本誌12月号ω
にそ0予察的思序を表示1....t.:o務るに、その後新たな事実をい〈つカ者見したので.とこに新

膚序を縞み直した次第である。

本研究をすAめるにあたり.宮摘葺.員イ切の同定平生態辛的考察等'"終始御指携を跡、

た土隆一先生、地質包司明岬 明示下さった却機芳朗先生また.少な治‘らぬ御指導を船、

た望月勝泳竹内iE6え飯島輝彦.佐々倉航三申誇先生.生噛#教室の揮察署EiE先生.有益な

る御助言をIIIいた片平息費氏に厚〈御礼を申し上げる。

地形概観

糧費半島は古生ーからなる内陸山地とその山脚を埋める棋積層とから構i成されている.内陸 ‘

山地では半島中部の田原の蔵王山で海抜252_ 5m、半島西部の犬山で300mを越えるが.

全般に緩やかな老年期の丘陵山地を形成していゐ田原より軍部主二川の背後に迫る古生周を

睦叶ば沖積平野と洪積古地で占められ、台地の南端は遺州灘に臨む30-80mの魚綾な海蝕

調髄 教育華部四年
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l量が発達して主挙制な庖線酎勝岸線をつ〈り.
段位低

北岸の温費時沿いでは凹凸のある海岸線と

高師原砂四唖
入江を擁する砂州とが発達している.古典概

古地では本続蒼地域の東南部にあたる長谷

附近が海抜80mで蹟高となってお久大

平洋岸に沿ってこれより西に向へば輯々に

高度を減じ、申古剖で65m、赤羽漫に亙

れ;!3 omPJ下とな』

ry;~の内湾方向に岡ウても同様に高度を減
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町高度はオ旬乙向 5につれて低〈なり.数段

こり協曹は南南西にわずかに傾〈頂上愚暗であるζとから、本区町地形

を純然たる逆ケスタ地形71とするよりも逆ケスタ状地形と呼品が適当と思われる。

生

の台地品分けられ弘

古

序膚E 

温奨半島の洪積統の大部分を占める温現場群は古生駒乙アパヅ トしており、上部は高師原砂h ‘

こり砂噛腐とー耐:同時異相関係時る昔法府には鴫告で誼わまた、線照で不轄告に笹わオ1、

これらり上位には更に低位段丘砂がみられる。渥奨崩群は下部より二川

日I民 ι1:tr (j)三指物に品付ることbπ合、昔、ちの聞は局栴的不悠骨" 1'1';:1'剖務危ダイア"，テムであった

海i昼期より梅進湖へ由連移iI:<程を示す開成礁が認められる。各』担問内の細分は主主して上下関

係(/)H，庫擦な脅相と火山灰層帯の鍵胞に基いて定めたもので、それらの閣障を示せば上現の如く

しかして、れている。
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A 二川累層

1 

2 

本興層国理奨学鳥洪積統の最下閣を占めるもので、主として高患以東町海蝕島最下部に~問

する札ー咽11::<'奨原附近でもみられる。層厚は下底がわからないため不明である n~ 海図上

回見われている最高り厚さは 20m位に景l...籾俗の太平骨停で僚も単層をなしている。岩紺

は下田町制噴シル~ t上部の補色砂が溜移関係にある他は比較的治賓の変化がみられない。

七槙砂泥厨

高額海埠東部から長谷まで分布 L、車七桔務偉を模京地主する。本脂はほ}..4....... 7 mの煙害

で廟相は黒味を帯びた棲膏灰色砂質シルトであるヵ、一殻に謹母音多量に含む砂層が卓越して

いる.高巌・西宅設問では砂とシルトの樽い瓦曹がみられ、 ヨコハマチヨノハナガイ帯町内湾

棲貝類の化石を産L句 シルトと砂の部分にはいずれも比較酎附かい円麿を受けた濁木片と共に

木町突時り植物化石が産出する。 こり陥丘から京都一帯には僚制な水平田波状ラミナがみられ、

所によっては層間興常があり.続成作用が最も進んでいる地層である.

細谷砂庖

下細谷町梅津《得る道路の切割11'a'棲吉野直とする本暦はを掛砂泥庖を鞍告に被い.西七棋より

車部白梅蝕嘗下部にみられる.槽厚は 1......15mで.層i!iは器提を含まない無脳連白伺色砂でゐ

る。生担砂』巴留から本暦への都化部は鼎鴇色町闘い砂需で.時折'/1レト町薄府を挟在ずる。ー

方.西昔釈から豊南附近の最下部にわずかに時間する膏灰色川レトにはアカカイ，等のよt化石を

若手合み、これは樋色砂の持組と考えられるものである。

B、田原耳侭

ニ川累庖を局制的不整合に絞っていて本軍司彊也域。主抹を占める地厨である。分布すよ域は広

< ~t婦の溢美晴に近い 25 m帯高級以下にも見糾す上町最下層となって分布しており 、 概して

軍部よりも西部に良野な発避が拠められる。層厚は約20......30mであるが.西赤沢町 40m

が最もl事<.西部では梅田上に議出している限り逆に樽〈なっている。岩相は泥.砂、礁と岩

賓の変化に宮み、 これを基に三つ¢輔府に分ける ζ とができる。

E 研古都融局

回原泉周の基底憶で、主kして酉七銀西部から西相古剖西部までの海岸の下部にE語調L‘相古

古剖梅俸を模宮地とする.層厚は高壊の10mを最粛にL. ::<. ~陸原の下部では 1m内外である

均九六体 2......3mが普通である.層棺は犬部分訓練である札束七棟以車では褐色砂に移化し

て簿〈なっている。際置は硬硲槍とチャートの中燥で待費さi1..所によっては流筑紫立fTむこ

之があり、淘汰作用り良い円酷~，鉄分が多いため却をE型泊して いる所も)l;..見られる.二川
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鉱層との境界は高原と久奨原で不鞍合面が縁者にあらわれ、国痩シルトの角闘を屡々包有する

カk小島より東部では接合となっている。

2 高.泥庖

3 

本屈の分布地域は主として百々から車七組まで0太平洋岸町海蝕溢下部と渥美構に置する北

大樟附近で、眉厚は 15-20mである。厨柁は風化面に聞耳盟の発達する童相思避の青灰色γル

トで代表され、高黛地方の海岸で極めて良好な発速が斗られるが.中でも特巴良い県伊古商務

時を棋揚也とする。 シルトのみられf<H捕と浜岡町問、東ヶ谷と本前までの聞はそれぞれ寝

砂農とチャー トの細円線を数条暁むt'l色砂となり.)j!七根でも符い褐色砂に移化している。 シ

ルトは塊状またはレンズ状に孤立し、その間t1:joより搬入した苦説先岩を主たる様質とする合鉄
砂機層が埋めている。事古都機層より本切の γルトに移イじする所は銅色砂で、マヵ・キ、 ヤマト

シνミが{tく.νル;にスゥてウラカガ月 、シズタアfイ、 Z コハマチヨノハナガイが目立って

くる。 クルトの下医より 4m位上位には4咽ほど0白色火山灰層がb久これよ り5.......10m

上位にはもう一つの>>UO:>火山灰層があるのが久美原・棋両府近で認めら才功。後者は下部治糠

色、上協が白色。，、ロイサイト となっており連惜しなL、。西伊古耐と久美聞ではこれらの火山

灰層O:>I!IJ樫から移しし南古物化石が産出L.プナ、ナラ、 γデ、フジ、 タス.タフ.等の各lえが書

くみられるのまた.内情に面する大禄耐近の膏灰色シルト口1~ ズアガイが臨められ‘大崎西

部0:>10¥の陪脅色の雲母n砂泥沼には主主木と民にトリガイ、ワラカガ ξ寄っ印象がみられる。

盛晶砂防

高連泥周に聾告する告主総色砂が主体で'.i!!r説~q;~品駅1ft近の段を続安也とする。本周は 5

.....2 Qmで慨して西部に良〈発怒L.北部でも 25引等高機以下叫主〈分布している。層相は

中滋縞色砂の他に棋や泥もみら九百~~とではあるか. 大凡‘土中下とそり沼位を区別するこ

とができる，下部は東南京いは1I~から浬役された伐腐A‘らなり.視砂治・チャートを機質と L、

鉄骨多〈的淡町良い中粒伺磁聴で、 10-20"のタp"ヲミナをもって下位の高舟泥周を水平
に被っている。 己白線麿は赤羽根.軍ケ谷、四葺択の各海蝕E量と梅田川流峨で顕教こ惚められ

る。中部は取ヶ谷で下部の綜鰯をダイアステムで世う屈指塑恩や黒河附近でみられる間bより流

えした円いチャートを主とした俄居並びに商松町民化石廟等である。高松の貝化石は下部より

イボウミニナ. ウラカhーミ、 オオノガイ、ヤアγPプザイがそれぞれイモ安倍となっており、一様

に陵海性りものが~<、 ζれよりわずかに凶から産品するグスノキ.タプ、タイワソプナ等。

植物化石とよい対応を示している。上部は内情に面す弔中古十→¥7同舟帯する帯緑色情色砂層や

帯青色淡樋色砂属等で、後者は組組で弛あるが或いは6吊7の海鋒砂ではないかと恩われる。大

4 1 
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鴻ホ以;ftの畢鳥砂思は拘f古土質とな り.時に高部'N日明本立がみられ、ー蝿では符官監察滅紫、流

紋婦曹を含む脅し暢層がある。本層中に含まれる顕著な燦趨はこれを甜聴して柏戸線局主呼ぶ

ことにする。
守， ，，s 

C 豊梶~æ

渥美半島町藩餌を中心に広L骨布を占める砂機Eび粘土層を豊橋梨層と7命名い そり下底は

田原泉膚を軽微な不車産合またはダイアステムで彼う。層厚は東部の小島及ひ下側谷では4Qm 

に遣するが、西部の高松付近では5m岬トとなることも稀ではない.

1. 豊南磁層

半島基部の 25-35m串高線付近に発達するもので.東は東七根から酉は浜田まで叫閣に

特に顕著に認められる。軍事南の梅滞へ降りる運齢の切割を模式地とし、膚摩は大体2.......3mが

普通で.田原泉廊を本損睦産地織り北車部では不整告に半島中南部でダイアステムに、浜田以

西では烏合に還なり.僻純中疎から次第に半醗立の揖妹。良いものに変わり、厚きも蒋〈なって

偽色砂に移化する。厨相は鉄分の多い淘汰岬宵不良な麗角繍で.様質は鏑家変成婦、凝灰質流

紋弟、硬晒緋が書〈、チヤ一 人 塩基性火良'"、花崎婦が若干みられる。閣質。材E尚治質砂と

凝灰岩り風イt濯物とからなり、泥質角僚も稀れに包有している。

2 寺沢砂賞者祉問

分布は本調査地域の全域に及んでおり.層船主1........5mでよ〈通常するが、軸起によ〈発議

する帽向がある.本府では 1Qmの同帽をもっ寺択海岸を模認也とする。膚相は腎灰色の凝灰

質粘土砂に赤土と捜化鉄とが摂駄に染めている場合が多〈、所によっては偽色砂の卓越もみら

れる。本層。上即日主ハロイサイト化した一枚の白色火山嵐を快在L、良し鍵見習となっている。

この肩車からは不完全なプナ、ヤマハγ ノキ、タロマツ専の楠物化石の他に，、イガイ、フ旬ワア

イ.ザルボウ時の員化石平賀鉄鉱の白生鉱物を産し、褐鉄鉱もまたtJ仁義名なる高師原の高

!iIi/J、僧も本層に属するもりのようである。

3 杉山砂層

本調査地域内て喰も庇綾な分布を示し、旧杉山村浜田付近の道路傍白露郊を模武雄とする。

暗躍は東部で厚〈、小島では3Qmに遣するが.西部では5m位になるこ kも穂れでなしま

た 北方の梅田川流域近〈で時惜して下部に逆に基底附唱さを相して〈る。こり様聞は寺

沢砂質事tl:腐を局部的不毛合に被うもので、領家要成婦、チヤ一人 流敏治等の醍角礎または

細円様よりなり、調汰は良〈紫原付近で4mとiItも厚くなることから特に婿盛閣繍主命名する。

この積層より水平立政びに垂直に漸移する杉山砂胴は綿織をνγズ状に挟む主として細粒褐色砂

42 
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よりなり、露骨並び，こ細晦によるタロスラ ミナが普通にAられる治主西部では均質でラミナの

ま択とλみられないことが暑い。本層中には緑色有機物の境や噛斑の砂携がみられることがあり、

大事と赤羽根の帯紫色育灰色砂泥腕からはアカマツ ・シラベ・上聞には属Aマツ町根を含み、

d ワラジ冒モミ帯。針喋詰酎が多〈産出するる決昭夫イ白原信民曹への静化部平西南部一帯同宜保して

~"I 海岸割劫Zよ〈碍逮Lている。

天伯原磁層4. 

r 

豊橋』韓請。頂上眼層に相当L、分布制z;，、.大事付>li'で10固となるJ代普通は5--6m内

件の厨単をも弘 鎮式地である矢イ自at台地b基盤をなしでいるミことか'"天伯限時容と命名す1

る。雌質はほとんどが三歯周の割減で若干のチャートを~...円燥で淘汰")良い帯脊色礁層で

ある。峨白堆積状蹴をみれ.!.三角州状に上から接面沼、自可砺層.f!'I;罰百の三系統に六体区別

できる.表面開。羽田閣の撤密に輩んだ平行ラ ξずで.前面沼は事訴庖と 20-30・で斜交する

中媒より成り、底面層は杉山砂切から漸移する数条吹噌行思理ーとな7 亡いる。杉山砂闘と本願

とは同時異相の側係にあって、時には、田原四部でみられる加え.本阪の上部を再び杉山砂府

が笹厳したり.燥がみられずに海持砂となっていることもある。また.本暦の現在司会布高度

をみると.般大50mの高度遺産を持ち、南で商くなっている。

葺モt宿

天佑餌娘婿の上に韓合する無関型車の司E留の多い赤土または補色土問柑して命名する。本~f1，
OS(l6 

地形説びに地溜に無関係であるこ左から、風庇窃戎いは風化土呆と考えられるものである0-.

D 

J

1

l

，

ー

般に1.......2 m(7)閥単をもつが.高松では7mK.;.及び、縦して西南部に良〈発意している。

高師原副醜周E 

ι 

、l

本溜は線戒いは砂線枯土から成り、犠武地たる高師原を形成している。その分布は高師l原以

西に降られ‘様閏川より南部には官、められない。

梅田川町河岸近くでは 2......3m(7)舟場であるが、北部叫すけば i早さが次第叫曽肯すとkょうで~!

る。眉相は赤土と組粒ないし中粒砂を府1質主L-.領家変成新・接炭質調E献策・硬耳鳴号・花向指

帯を線賓とする淘汰のわるい亜角耐を主とする鳩照であるが.贋九甜tl::混合自楠粘土質な位

教時となっている.本層は赤辻婦の-j見と悶略拠相の関係にある.

低位段丘砂F 

内湾に面する杉山・舟J弘それに汐川の両岸にあたる沖積地に而した盛の下部に局所的に低

い台地をなしている.高制協の汐川右岸では本腕が赤土層を不電車合に被っている城頭がみら

れるので.とこを槙却也とする.腿揮は2.....5m内外で.周栴t白色砂や書孔賓の補色砂聾で

43 



j 

a 

一様ではない.杉山の段丘砂では調叡白踊ったサルポウ等の員イじ百が層をなしているのが規察

4 される。

I勺

地質縛造N 

溢美半島り洪積腐はそり走向が半島りのびるENE-WSWの方向にほ !C-教しているが、

EN-WS寄りにuもる傾きをも弘傾斜はNW-Nに傾いてこれは大局的にみれば地*1>、

形萄とほ公平行関係にあって半ドーム状構造を示すが、傾斜角は 4........30'程度で地形面のそれ

まずこ理~

から一色にかけてみられるように.内座山地の晃逮地域では地局面の一部が古生酒に影響され

ρ4 

て一般的帽向に従っていないりも農k鬼受けられる.一般に同一地層面であっても、その傾斜

は溜ii滋海岸へ近づけば楠急になっており.大体えもい七下位厨が上位居よりも急傾斜の帽向

をもっととから明軌的な除也連動カ拷えら'れるが.地周'?!寄厚等り変化を且れ.lf決つして一野

よりも更に緩やかである.然る'''-最上部の天イ白原機層はSSWに霞〈傾k、ており、

な隆起運動ではなしそこには何回もの蜂起・沈降り変還を径てきたことを示している。現在

まず、海岸線付近に堆積しの地形並びr.:J也質構遭を支配L-t司容局の運動の性質を知るためtこ、

たと考えられる天伯原日曜厨の現在の高度升布官制ベ、その高度謹が主と してこの隆起運動によ

こり速劃を傾11;運動とるもの主考えれ4え第2図でみる釦〈そ6描〈曲線。全体の傾向から、

これより~~レ時器官にその中心を有L、するよりも本地段ゐ南京却にあたる長谷付近か或，":" 

この運動を穂者は漣提出日 X半島方向にのびた舶をもっ薗隆運動とする方が適当と思われる。

隣運動と呼ぶことにい天伯原楳庖の堆領直後に起った急激な上昇迩動と考えるが、本地域内

こ川掛浩平剖臨浜名指41LまX匹耐るものに11断層を拠出ることはできない.主t:.

であるh¥，筆者は特に携曲斡なるものは考えず.中央部の隆起に伴うそ町周辺白書ι聾運動と看1 

t 徹して、今田町渥奨学島k渥奨湾の原形をつ〈り、且つ、本地域の地質構造を支配した重要な

運動であったと考えている.
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伊豆池代マンガン鉱床について

増井靖也来

調査地域は 賀茂君俗崎町中川大字池代で、 itB!t部落倒~I.こ近修する 1 K."l 2 の範囲である.池

代鉱山は、この調査抱域町北部にある@

鉱山に行〈には.剤担ーから松崎迄陸路氏は海防を釈明1..-.桧崎からパスで地代にむかい、 " ~~ 

から現場迄は徒曹による.沼津一松崎間11..パスで4時品工船で4時間半.松崎一地代間はパス

で30分で晶弘池代制蕗から鉱山規描邸主、持草川に沿って林道を登り徒歩で1.5分で遣する

、 ことができる.林道はトラックの交通も可慢である。鈎11はこの林道に近修しているので.掘石

。搬出には極めτ便利であゐ

後教育学部四年
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